
 
 
 

 
 

充填材の設計単位（体積）重量 
 

§締固め度 

 締固めた土の乾燥密度と基準の締固め試験の最大乾燥密度ρdmax の比 

 最大乾燥密度は JIS A1210「突固めによる土の締固め試験方法」により求める。その時

の含水比を最適含水比という。 

  第１方法：ランマー重量 2.5kg  落下高 30cm 

  第２方法：   〃     4.5kg   〃   45cm 

 土の現場密度測定は JIS A1214「砂置換法による土の密度試験法」等で求める。 

    締固め度 第１方法のρdmax の 90%以上 
以上 道路土工 施工指針 締固め度規定(P195-197)より 

§補強土擁壁 

 3-4-4 盛土工 締固めは、補強土壁の安定に特に大きな影響を及ぼす。JIS A1210 

A 法ないし B 法による最大乾燥密度の 90%程度以上の密度になるよう・・・・。 
以上 道路土工 擁壁工指針 P149 より 

§空気間隙率 

 同 6-4 表 規格値および合格判定値（例）では、飽和度 85～95%（空気間隙率 10～2%） 
以上 道路土工 施工指針 

§基礎の支持力計算に用いる定数 

  表 1-5 土の単位体積重量   (kN/m3(tf/m3)) 

 

 

 

 

 

 

 
 

以上 道路土工 擁壁工指針 

§ハイパーセル充填材の締固め度 

 アメリカの実績では 95%を目処としている。 

 補強土擁壁と同じ基準を用いると、90%程度以上。 

 

§八戸工業大学の実験結果 

 HｙP08-150 １セルに砕石を充填し、締固め試験をした結果、14kg/個 となっています。 

 HyP08-150 シリーズのセル密度は、21.7 個/㎡、セル高は 0.15m です。 

 計算 １セル重量 ｘ セル密度 ÷セル高＝単位体積重量 

    14kg/個 ｘ 21.7 個/㎡ ÷0.15m =2.025 ton/m3 

 従って、擁壁安定計算に使う、単位体積重量は、20kN/m3(2.0t/m3)で妥当です。 

 因みに、砂の場合は、12kg/個なので、単位体積重量は、17.5 kN/m3 程度となります。 

 

§安定計算時の単位体積重量 

ご指定の充填材の最大乾燥密度の 90%程度を単位体積重量として、採用します。最大乾

燥密度のご提示がない場合は、上記道路土工 擁壁工指針等を参考にして、下表の値を採

用します。 

 
 

 

地盤 土質 緩いもの 密なもの 

自然地盤 

砂および砂礫 18(1.8) 20(2.0) 

砂質土 17(1.7) 19(1.9) 

粘性土 14(1.4) 18(1.8) 

盛土 

砂および砂礫 20(2.0) 

砂質土 19(1.9) 

粘性土（ただしωL<50%） 18(1.8) 

土質 砕石 砂利 再生砕石 表土等 

単位体積重量 kN/m3 20 19 18 17 


